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得点 大高 エア
ロ
京葉
02
宮沢 サン 浜松 WOC

05
京葉
10
大阪 プレ
全

1 山口大助 99.0 100 97 81 81 100
2 高橋善徳 98.0 94 100 79 100
3 小泉成行 94.1 90 88 94 92 96
4 松澤俊行 93.3 74 93 84 85 94 93 93
5 鹿島田浩二 92.8 98 91 89 60 87 89
6 紺野俊介 92.7 85 97 61 96 74
7 篠原岳夫 87.0 92 82 87 67 78
8 西尾信寛 84.7 81 86 76 87
9 高橋雄哉 82.3 100 70 77
10 加賀屋博文 77.0 68 84 79

得点 大高 エア
ロ
京葉
02
宮沢 サン 浜松 WOC

05
京葉
10
大阪 プレ
全

1 田島利佳 96.0 78 94 95 99 87
2 宮内佐季子 95.3 99 87 100
3 皆川美紀子 89.0 74 63 87 90 90
4 渡辺円香 85.0 74 87 83 73 85
5 加納尚子 83.0 68 80 85 84
6 高野麻記子 80.3 84 74 83
7 志村直子 79.7 84 77 78 73
8 金子恵美 77.0 84 71 75 72
9 山口季見子 64.0 65 58 69
10 番場洋子 62.0 90 96
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2005 年度の最終レース、全日本大会（日本選手権）が終わり、2005
年度の最終ランキングが決定いたしました。男子は高橋善徳選手、女
子は田島利佳選手が栄冠を手にしました。 
最終ランキングをお届けします。スペースの都合上、上位のみ・秋
以降のレースのみの抜粋版の掲載となりますがご了承下さい。 
2006 年度のランキングは、４月８－９日のナショナルチャレンジ
矢板大会からスタートしています。2006 年度も従来のランキングを
引き継いだ日本ランキング（略称ＮＲ）と、スプリント種目だけの日
本スプリントランキング（略称ＮＳＲ）を並立させます。ＮＲはロン
グおよびミドルのレースを指定し、ＮＳＲはスプリントレースのみを
指定します。 
それぞれの詳細ルールは別途 NR委のホームページでお知らせして
います。 

ＮＲルール概略： 過去 1 年間（52 週）のランキング対象大会の
うち、得点の高い 4レースの合計点をその時点でのポイントとし、ポ
イントの高い順に順位をつける（52 週間経過後、ポイントは消滅す
る）。年度の異なる同じ大会（同一地域クラブ、同一大学の主催大会
など）が過去 1年間に 2回含まれるときには、同じ大会が 1回だけが
集計の対象となるように調整する。ポイントが同点の場合には、全日
本大会の得点が高い選手を上位とし（上位のみ）、全日本大会の得点
も同点の場合は同順位とする。 
 

■今後の NR 指定予定大会 
5/28 WOC 選考会 6/4東大 OLK大会 6/17-18 さくらんぼ大会 
対象大会は随時追加されます。 

合 IC 西 筑 早 IC 全 全 合 IC 西 筑 早 IC 全 全
計 Ｌ 日 大 大 M 日 20 計 Ｌ 日 大 大 M 日 20
学 B A A 学 特 特 学 A C A 学 特 特

1 高橋善徳 みちの会 97 15 25 25 1 田島利佳 みちの会 77 20 17
2 松澤俊行 三河ＯＬＣ 87 14 7 22 20 2 斉藤早生 Ｔｅａｍ白樺 66 17 20 14
3 紺野俊介 横浜ＯＬクラブ 86 21 17 13 28 3 番場洋子 ＨＯＲＩＢＡ 60 20 23
4 小泉成行 ときわ走林会 76 22 11 22 4 元木友子 Ｔｅａｍ白樺 54 4 10 20
5 加藤弘之 ＥＳ関東Ｃ 75 25 19 14 14 5 澤地未来 ＯＬＣレオ 50 10 13
6 山口大助 ＥＳ関東Ｃ 73 25 19 6 加納尚子 朱雀ＯＫ 49 9 15
7 鹿島田浩二 渋谷で走る会 73 16 15 7 志村直子 渋谷で走る会 49 11 5 17 11
8 西尾信寛 朱雀ＯＫ 67 10 8 高野由紀 東京ＯＬクラブ 45 15 12 9
9 坂本貴史 ときわ走林会 61 16 18 9 渡辺円香 ＥＳ関東Ｃ 44 14 4 9 10
10 篠原岳夫 渋谷で走る会 61 17 14 15 9 10 朴峠周子 日本女子大ＯＣ 40 8 3 6 14
11 寺垣内航 京葉ＯＬクラブ 60 3 19 13 11 利光恵美 上尾ＯＬＣ 40 4
12 前田裕太 多摩ＯＬ 54 4 6 12 落合志保子 ＯＬＣルーパー 40 12
13 柳下大 Ｆｏｒｅｓｔｅｒ 51 13 9 17 12 13 石山佳代子 日本女子大ＯＣ 31 7 6 12 6
14 多田宗弘 多摩ＯＬ 49 10 10 14 皆川美紀子 みちの会 27 8 12
15 大西康平 京大ＯＬＣ 47 8 1 15 6 15 森澤寿里 奈良女子大学 27 4 5 7
16 小暮喜代志 ＥＳ関東Ｃ 46 9 16 原直子 東京女子大学 20 12
17 村越真 静岡ＯＬＣ 40 12 17 16 酒井佳子 札幌農学校 20
18 高橋雄哉 図情大ＯＬＣ 40 15 16 18 峯村綾香 奈良女子大OLC 16 5 1 5
19 石澤俊崇 トータス 40 7 19 高野麻記子 ときわ走林会 16 6
20 円井基史 多摩ＯＬ 38 10 20 姫野祐子 仙台ＯＬＣ 15 10
21 大嶋真謙 ＯＬＰ兵庫 36 6 2 11 （39人）
22 片山裕典 おいぐす 36 5
23 稲津隆敏 丘の上 31
24 櫻本信一郎 仙台ＯＬＣ 30 6 11 3
25 小林康浩 大阪ＯＬＣ 28 3 5
26 佐々木良宜 ときわ走林会 27 8 8
27 水嶋孝久 入間市ＯＬＣ 25 11
27 海老成直 中央大ＯＬＣ 25
29 茂木尭彦 東京大学 22 10 12
30 金谷敏行 朱雀ＯＫ 21 2
30 小山温史 東工大ＯＬＴ 21 1
（73人）

Ｍ　Ｅ　　3月31日現在 Ｗ　Ｅ　　3月31日現在

  
 
 

ＮＳＲルール抜粋 
NSR 得点には、順位得点のほかに所要時間のトップ比による
トップ比得点を導入し、前者に 2割、後者に 8割の重みを与え
る。NRが、大会ごとに有力選手の参加状況に応じてカテゴリー
分けをして、その大会グレードを決めているのに対し、NSR で
はトップ比得点の計算時にその大会を完走した選手の中で直前
NSR 得点の最も高い得点を用いることにより、自動的に大会の
グレードが決まる方式を採用する。これによりエントリーした
選手ではなく実際に走った選手間の関係で得点計算をしている
ことになる。 
 NSRは、過去 1年間の NSR対象大会（対象が 10レースに満た
ない場合は 10レースまで遡る）のうち、得点の高い方から 3レ
ースまでの合計点を 3で割った値（小数点以下 2位を四捨五入）
をその時点でのランキング得点とする。 
 

■今後の NSR 指定予定大会 
5/28 WOC2006 セレ 6/3 京葉幕張大会 
6/17 さくらんぼ大会 対象大会は随時追加されます。 

 

★詳細ルール・最新ランキングはホームページで公開中です。 
 http://www.orienteering.com/~ranking 
 

NR/NSR に関するお問い合わせは、taku@orienteering.com まで。（菅原琢） 

２００５年度日本ランキング 日本オリエンテーリング 
ランキング作成委員会 


